
再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

.   1担  当  課 :島原振興局道路第二課

担当課長名 :小川 勝冶

ヽ

事菜名
―帯豊国道 251号 (暫学讐鵠バ ィパス )  1言 斎 | 1軍藤一般回遭 長崎県

こ終 原 自:貿露質器 暫学所 至:貿露質雪歯常嘴瞥ぽ 1処
長 3 4 km

原道路は、九州横断自動車道と島原半島地域を連絡する地域高規格道路である。
一般国道 251号出平有明バイパスは、島原道路の一部を構成し、一般国道 25¬ 号島原中央道路と一体となつて広域ネ

で るトワーク 3 4飾 の

H25年 度事業化 H28年 度用地着手 H28年度工事着手

27。ノ6 用済延長全体事業費 75億 進捗率

1li 600台 /日  (R12)計画交通量

費用対効果
分析結果

俄事業)

1 78

3.04
[

43.5/74.3億 円
事 業 費:42,7/73.5億 円
維持管理費:0,8カ ,8億円

]

132.2/132.2億 円
走行時間短縮便益:90,4湘 0,4億円

令和元年

|

走行費用減少便益:30.0/30.0億 円

感度分析の結果   1残事業について感度分析を実施
【全体事業】交通量変動 :B/C=1.6～ 1.9(交通量 ±10%)

事業費変動 :B/C=1.7～ 1.9(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/C=1.7～ 1.8(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=29～ 3.0(交通量 ±10%)

B/C=28～ 3.4(事業費 ±10%)

B/C=2.9～ 3.0(事業期間±1年 )

救急医療体制の強化支援や生活権の拡大等につながる島原半島地域
等へのアクセス向上
と長崎、県央地域との地域連携強化

時の代

「一般回道 57号等県南地域幹線道路で 」
ヽ

イヾパス (6 4 km)が新規事業化され、整備を進めている。

′で 1. フkm)、 諌早インターエ区 (2.7 km)
されており、平成28年度に

29

と進捗 しており、今年度も用地取得を優先
つ、工事進捗を図り、令和4年度の事業完成を目指す。

27%30

ヽ

着手が一部遅れているが地元や関係機
との協力体制のもと、今後も引き続き事業の進捗を図り、令和 4年度の事業完成を目指す。
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※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致 しないことがある。
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令和元年度 第 1

長崎県公共事業評価監視委員会
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再評価対象事業
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道路改築事業
道建一司 一般国道251号

(出平有明バイパス)

長崎県

再評価
の理由 再評価後変更 (工期 )

・
ギ

，

,ヽ 一～″ヽ一.どカ

発生
嗅

靡

事業主体

・ヽヽ―̂、れそノニ

司

,手
Iギ

:́ゴ■

ｉ一ド”一μ十一一

↑
ォ一一汗
・　
一

攣一一一″転∬↓一・

ドⅢ

出平有明パイパス

〆

晰

N

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業費

(億円)
B/C 備考

着 工 完了

当初

(H24茉斤メ見評価)

H25 H32 フ5.0 1.20
【工事オ既要】

延長3.4km
幅員7.0(12.0)m

第 1回審議

(H29年度 )

事業採択後
5年経過

H25 H32 フ5.0 1.20
【当初評価からの変更オRT要」
なし

第2回審議

(Rl年度)

再評価後変更

(工期 )

H25 R4 75,0 1.フ 8
【前回評価からの変更概要】
用地取得手続き難航による

工期延長
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2.位置図
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日H田口 対象区間
日日出■ 供用中
■■■■ 事業中

ロロロ ,珂査中

出平有明
バイ′ヽス
3.4km

3

◆目的
島原道路の一部として広域ネットワークを形成し、島原半島地域から空港、整備中の新

幹線等へのアクセス向上、緊急医療体制の強化支援や長崎、県央地域との地域連携強
化を目的としている。

4.5km

4
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貝
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高速道路

直信国遭

その他の国追

主要地方通

一般 県遣

有明バイ′

2,7km

森山拡幅
5,Okm

愛野森山
バイパス
1.8km

島原市

地馘高規格道路  「島原道路」 L=約 5 0km

南島原市 起
点

南
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市
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3.目 的・事業概要 Bこれまでの経緯
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地域高規格道路  「島原通路」

新大村駅(仮称)



3.目 的 B事業概要 Bこれまでの経緯

計画延長等 L=3.4km

幅   員 W=7.0(12.0)m

計画交通量(R12) 11,600台

◆事業概要

◆これまでの経緯

事業造捗率 27%(事業資ベース)

用地進捗率 5996(面積ベース)

標準横断図

イヽ′ヾス
,4箕m

島原市下折構町
～島原市出平町

2.2km

4.5km

その他の国道

主要地方道

一般 県譜

‐‐‐■ 対象区間

―
 供用中

ロコロロ 事業中

口口□ 調査中

5

平成25年度 事業化

平成28年度 用地買収着手、工事着手

平成30年度 橋梁 1橋架設

4.事業の効果・必要性 (広域ネットワークの形成 B地域間交流の支援 )

□広城交通拠点への所要時間短縮や高速定時性に加え、島原半島の観光交流促進や
農産物等の物流効率化に貢献し、産業活動の活性化が期待される。

<島原道路 >

一
:供用区問

I● こ●●
“i整備区問

〔rltt I未着手区閣

～ 1011人/年

◆ i∞～2(l(l人 /年

ψ 2ω～3(l【 l人 /年

● 3∞人/年～

与
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▲長崎県の自業産出顔構成

【島原半島の体験型観光の実績・参加状況】   
質利t那才薇省羅|

(資料 :島原半島観光連盟資料 )

6

所要時麗短縮・定範 確保

島原地域は県内産出額の

約5割を占める農業地域

平成28年度
農業産出観
1.582億円
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4.事業の効果・必要性 (災害に強いネットワークの構築)

・災害に強いネットワークが形成され、幹線道路の代替路の確保、緊急輸送道路の機能
強化が図られる。

・大三東駅付近の国道251号では、「雲仙地溝南縁東部断層帯と雲仙地溝南縁西部断層帯の連
動」地震にて津波による浸水が想定されている。【長崎県津波浸水想定 (第 2版 )】

7

拡大図 拡大図

田道251号

有明IC

出
平
有
明
バ
イ
パ
ス

約

３
．
４
飾

出平

漫水深

■ 50m以上 100m未満
□ 20m以上-50m未満
国H lom以上-20椰未満
□ 03m以上-10m未満
■ 03m未満

【凡例】

漫水深(m)

テーーー北翔町集合還難施設

5.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

・用地取得において、建物移転等に時間を要している。
【完了工期】R2年度 (前回)→ R4年度 (変更)

至 南島原市 虫
苺

至 諫早市

有明IC

建物移転
上図の円内の一部の土地において、県が確保し
た代替地を紹介したものの、立地条件等で要望
に沿わず再度詮索を行つた。その結果、代替希
望地 (移転先)が農業振興地域に定められた農
地であったことから、農地転用並びに農業振興
地域からの除外に日数を要した。

=契約:H312
移転完了:R33
工事完成:R4年 度末
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6.社会経済情勢等の変化

2.7km 5,Okm
山拡帽

賢野森
バイパス
1,8km

島原市

一ギ
・ム
一

イ島原道路」の一部である吾妻愛野バイパス(い 1,7km)、 諫早インターエ区の一部区
間(い2.7km)が平成29年度に供用している。

・瑞穂吾妻バイパス(い6.4km)が平成28年度に事業化されている。

米

出 明
バ イ′

3

H29.12116

H30.3.24 供用開始

南島原市

・島原半島は、「島原半島ジオパーク」に代表される豊かな自然を有しており、島原市B雲

仙市・南島原市を訪れる日帰り観光客は増加傾向である。
B平成30年6月 には、「原城跡」が世界遺産に登録され、今後ますますの観光客の増加
が見込まれる。

供用開始
2,7km
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日巨日帰り観光客数    島原道路供用延長

▲島原半島3市における日帰り観光客数と
島原道路の供用延長

(資料 :長崎県観光統計)
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6.社会経済情勢等の変化

6.8km

423万人
17

340万人

錬単市

嚢伯市
島原市

蘭島廟

▲世鼻遺産「原城跡」
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▲将来の自動車流動量
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7.事業の投資効果

項 目
前回評価

(平成29年度 )

今回評価

(令和元年度 )

残事業 1.46=87.6億円/60,生億円 3.04=132.2億円/43.5億円

全事業 1.20=87.6億円/73.2億円 1.78=132.2億 円/74.3億円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔プラス要因〕
・交通需要推計の更新 (最新データ:H30,2)

→当路線の将来交通量の増加

〔マイナス要因〕
・供用開始時期の遅延

〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定 (プラス要因)

→貨物車原単位 (価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送遭路の防災機能強化

11

◆ 島原道路の一部を構成し、一般国道251号島原中央道路等と一体となつて島原市
の道路交通ネットワークを形成し、

!地
域産業の活性化や観光振興に寄与する事業で

ある。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約27%[20,4億円/75億 ](平成30年度末)であり、用地
進捗率は面積ベースで59%となつている。

◆ 地元自治体で構成する「島原半島幹線道路網建設促進期成会」「一般国道57号等
県南地域幹線道路整備促進期成会」等により、島原半島全域発展のため早期整備

を要望されている。

◆ 期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

)

8.対応方針 (原案 )

対応方針
(原案)

継続

12



再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

:旦  当 課 :長崎振興局道路建設課

担当課長名 :平 博敏

事葉名
一般回道 499号 (栄上雛皓 ) 長崎県

醒終 原
至 :長長 県 県

1. 3 0km

事業概要  | 一般回道499号 (栄上拡幅)は 4車線拡幅を行うことで交通容量不足による渋滞を解消し、地域を
つなぐ道路ネットワークの強化を図る事業。

H20年 度事業化 都市計画決定 あり H21年 度用地着手 H22年度工事着手

進捗率44 0億 68% 用済延長 O. 5 7km全体事業費

計画交通量 12, 900台 /日 (R12)
費用対効果
分析結果 紳

‘
禾

亡
〒

峨

1 10

4.34
[

12.5/495億 円
事業費 :1212声 9,2億円
維持管理費:0.3/0.3億円

走行時間短縮便益:51.9ん 119億 円
走行費用減少便益: |・ 8/1.略円

「
―
Ｉ
Ｊ

令和元年

0, 0,

3/543億円

事業について感度分析を実施
:B/C=1.00～ 1.21(交通量 ±10%) 【残事業】B/C=3.96～ 4.80(交通量 ±1

B/C=4.04～ 4,91(事業費 ±1事業費変動  :B/C=1.07～ 1.1

事業期間変動 :B/C-1.05～ 1.1

朝
年 B/C=4.18～ 4,61(事業期間±1年

3(事業費 ±1

5(事業期間±1

・渋滞解消による地域間の道路ネッ トワーク強化。
・交通安全性の向上 (歩道整備による歩行者及び自転車の安全確保 )

・防災機能の向上 (災害時の緊急輸送道路としての機能強化)

事業の効果等

関
                            らヽ整備促進の要望が行われている。

事業再評価監視委員会の意見               |

事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等      |

事業の進捗状況、残畢業の内容等             |
平成30年度末までの事業進捗率は68%、 用地進捗は89%であり、今年度も用地取得を継続して行い、

令和 5年度の事業完成を目指す。

¬寺給撮簿擢淫酵髪港碧端寵発ぎ謡欝鱗緊墨景岳島絲需得戸に百義 を要 しているが、地元や関係機関との協力

村応方針 1事業継続

合、事業継続が妥当と判断され る。

貴 峙

ヰ

全体研田 と常1.3011in W=お 0そ 2'0,希

″
　

´
正
ヤ
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際 準断面図I (現 況)

(整備後)
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晋 ψコ ]湮
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※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



令和元年度 第1回

長崎県公共事業評価監視委 〈
ム

再評価対象事業

業上拡幅

道建

道路改築事業
2 -般 国道499号

(栄上拡幅 )

事業主体 長崎県

再評価後変更(工期B事業費)

Ｎ本

再評価
の理由

LE13km W=130(220)rn

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
正期 事業賣

(億円)
B/C 概要

着工 完了

当初

(H19窯丘婿酵郡晰面)
H20 H27 35.0 2.20

延長1 3km
幅員130(220)m

第 1回審議
(H29年度)

事業採択後
10年経過

H20 H32 39,0 1.26
延長1.3km
幅員13.0(22.0)m

第2国審議

(Rl年度)

再評価後変更

(工期・事業費)

H20 R5 44,0 1.10
延長1,3km
幅員13.0(22.0)m

2



2.目 自勺B事業概要 Eこれまでの経緯

◆目的

栄上拡幅は、国道499号における延長約1,3kmの 2車線区間であり、

渋滞解消および歩行者等の安全確保を目的としている。

◆事業概要      ◆事業経過       ◆標準断面

計画延長等 L=1.30km

幅   員 W=13.0(22.0)m

計画交通量

(R12)
12,900台 /日

平成20年度 事業化

平成21年度
平成22年度

用地買収着手
工事着手

平成30年度
末現在

約570m
暫定供用済 事業進捗率6896(事業貴ベース)

用地進抄率8996(面積ベース)

,     ardm ,S∞  1

業と交と点
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長
崎
市
衝

栄 上 拡 幅  全 体 計 画 延長=1,300m幅 員■19.0(22.0)m

L=400m
z一 <尊 労

L=330m

L=250m 3 L=320m
至

中

済

適

備

備

現
整

整

回
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一

3.事業の効果臣必要性

<渋滞の解消>

県適深堀三和線の合流による交通容量の不足から渋滞が発生しており、円
滑な車両通行が確保されていない。栄上工区北側の竿ノ浦工区は4車線化
供用済であり、本工区の整備により国道499号の更なる渋滞解消が図られる。

<歩行者の安全確保 >
現道は、歩道が狭小かつ―榔未整備であり、歩行
者の安全が確保されていない。本工区の整備により
安全な歩道空間の確保が図られる。

至 為石町士基十1斗 t itt i':・ デす 栄上拡幅 延長室1,300m

ドi_メ テれ二墜チ

田道499号

至

長
崎
市
街

垂 野母崎



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】
39,0億円(前回)

⇒44.0億円(今回)

事業費増の内容 増額 主な増額理由

①岩資の見直し 約 34億 円
3号法面の岩盤が想定より硬く、岩質を見直した。
(軟 岩→中硬岩 )

②その他 約 16億円 労務費や資機材等の単価上昇、増税影響額。

計 約 50億円

栄上拡 幅  全 体 計 画 延長=1,300m幅 員=13.0(22.0)m
一呼
鳳
長
噺
市
平
］
町
　
・至

長
崎
市
衛

Z持
僚

&
町

至

為

石
町

業上女差点

L=220m

至 野母崎

①掘削区分の変更

当初   No.44 変更  No.44  ィオ
.́~

一

　

・

■■ 土砂
圧コ 軟岩

山石

砂
岩
硬

土
軟
中

一
□
一5

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】R2(前回)→ R5(今回)

口用地取得において、地権者の時効取得手続きに日数を要している。

業上拡 幅  全 体 計 画 延長=1,300m幅 員=13.0(22.0)m起
点

長
崎
市
平
山
町
　
　
　
至

長
崎
市
衛

z一
“ (キ テ

終
点

長
崎
市
布
巻
町

〓

至

為
石
町

．

① 土地の名義人と土地管理者に相違があり、時効
取得手続(共有名義47名 )に時間を要している。
(令和1年 11月 契約予定)

栄上交差汽

② 買収に伴う、代替地の地権者が①と同一人物で
あり、用地①解決後に代替地承諾が得られる見
込みσ     (令 和2年 1月 契約予定)

6

至 野母崎



5.事業の投資効果

項 目
前回評価

(平成29年度 )

今回評価

(令和元年度 )

残事業 4.48=53.3億 円/11.9億 円 4.34=54.3億 円/12.5億 円

全事業 1.26=53.3億円/42.2億円 1.10=54,3億円/49,5億円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長

〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定 (プラス要因)

→貨物革原単位 (価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

◆ 国道499号における延長約1.3kmの 2車線区間であり、渋滞解消および歩行者等の安
全確保に寄与する事業である。

◆ ′
事業進捗率は事業費ベースで約680/oレ 9.8億円/44,0億円](平成30年度末)であり、
用地進捗率は面積ベースで約89%となつている。

◆「長崎市」及び「一般国道499号道路整備促進協議会」から整備促進を要望されている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

7

8

6.対応方針 (原案 )

対応方針
(原案 )

継続



再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

担 当 課 :長崎振興局道路建設課

担当課長名 :平 博敏

長崎県
事菜名

一般回遭499号 (営島転惟)

2. l km足終 原 兼
1貸
げ竿留態自 :長

事業概要  十 一般回道495号 (岳路拡幅)は、道路改良工事による車両走行性確保、歩行者安全性確保を目的とし

塗路および線形不良解消や歩道整備を行う事業。

H23年度用地着手 H23年度工事着手H22年度事業化 都市計画決定 な し

83.4% 1. 5 km36 3億全体事業費

4, 700台 /日 (R12)計画交通量

[

6.2/43.8億 円
事 業 費:5,8/43.2億 円
維持管理費iO.4/0.6億 円

36.2/5218億 円
走行時間短縮便益i34,7ん 0.3億円

令和元年

0.I |

走行費用減少便益: 1.4/1・ 0億円

費用対効果
分析結果

l残事宗)

1. 21

6.84

事業費変動 :B/C=1.19～ 1.22(事
事業期間変動 :B/併 1.15～ 1.26(事

±10%)

±10%)

±1年 )

【残事業】B/C=5.27～ 6.45(交通量
B/C=586～ 6.47(事業費

±10%)

±10%)

±1年 )

業について感度分析を実施

B/併 1.08～ 1.33(交通量

B/C=5.62～ 6.11(

交通安全性の向上 (歩道整備による歩行者の安全確保)

災機能の向上 (災害時の緊急輸送道路としての機能強化)

上 )よ

要望が行われている。499」 」

%と進捗 しており、今年度も用地取得を継続

行い、令和 3年度の事業完成を目指す。

83

ヽ の

た。用地取得において、単価不満によりの 日より、

長 博 味

ヰ灯
(整備後)

ヽ

四
一

際 準断面図I(現 況)

ゴ  を々と

生4計画L‐9よm
W当 0076'm

の EI い て

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。

の



令和元年度 第1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

岳路拡幅

道路改築事業
道建-3 -般 国道499号

(岳路拡幅)

事業主体 長崎県

再評価
の理由 事業採択後10年経過

Ｎ奉

L=21km W=60(975)m

1

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業資

(億円)
B/C 概要

着工 完了

当初

(H21新規評価)

H22 H28 25,0 1,91
延長2 1km
中属員60(975)m

第 1回審議

(Rl年度)

事業採択後
10年経過

H22 R3 36.3 1,21
延長2 1km
幅員6.0(9.75)m

2



2.目 白勺・事業概要日これまでの経緯

◆目的

岳路拡幅は、一般国道499号における延長約2.l kmの未改良区間であり、瞼路及び
線形不良区間の解消による走行性向上や、歩道整備による歩行者の安全確保など利
用者の安心日安全の確保を目的としている。

◆事業概要      ◆事業経過       ◆標準断面

計画延長等 L=2.10km

幅    員 W=6.0(9,75)m

計画交通量

(R12)
4,700台 /日

平成22年度 事業化

平成23年度
用地買収着手
工事着手

平成30年度
末現在

1,500m供用開始

(路床盛■ )

事業進捗率 8396(事業貴ベース)

用地進捗率 9296(面積ベース)
L= 600的 至

野
母
崎

至

長
崎
市
中
心
部

癖
/″

3

岳 路 拡 幅  全 体 計 画 延長=2,100m幅 員=6.0(9.75)m

中

済

道

備

備

現
整

整

□
閣
一

3.事業の効果 B必要性

慕

事業巫聞

離合困難状況 写真②

<通行車両および歩行者の安全確保 >
一般国道499号の未改良区間で、大型車の離合に支障をきたしており車両
同士の接触事故も発生している。また、歩道も整備されていないため、歩行
者の安全が確保されていない状況である。道路改良による通行車両および
歩行者の安全性確保が期待される。

歩行者状況 写真③

離合困難状況 写真①

<緊急輸送道路の防災機能強化>
本件事業区間は、第二次緊急輸送道路に指定され
ており、道路改良による未改良区間解消により、防
災機能強化が期待される。

串 寺

う
◇

鏡

適

・１）イ

4とロ



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

主な増額理由事業受増の内容 増額

①工法の変更 約53億 円

・現道斜面l鳳 削中に表層崩壊発生
⇒(A)補強土壁工から軽量盛止工への工法変更による増(表層崩壊箇所)

・追加調査により当初予定支持層より7m程度深い位置に支持層確認
→(B)補強土壁工と鉄筋挿入工の俳用による増(追加調査による支持層変更)

【事業費増】
25.0億円(前回)

⇒36.3億円(今回)

・当初法面対策工としてモルタル吹付工を採用
・法面工施工中にクラック発生→追加調査により風化が進行した地層を確認
→法枠工、鉄筋挿入工、アンカーエ追加による増

②法面対策エ
の追加

約3億円

約3億 円 労務費や敷材等の単価上昇、消費増税③その他

計 約 113億 円
至

野
母
崎

ミ
オ
ユ
ｔ

題
点

長
崎
市
敏
偽
町
宇
折
山

倍
嵐

長
崎
市
轟
属
町
宇
冑
愚

①(A)

工法の変更
至

長
崎
市
中
心
部 ①(B)

癖
少

①(B)

①(B) ②法面対策工の追加

①工法の変更

当初 (補強土壁工) 変更 (軽量盛土正 )

中

②法面対策工の追加

当初 (モルタル吹付正 ) 変更 (鉄筋挿入工 .アンカー等 )

ゆ ＼
ヽ

r`― ―.――与名 ;

5

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】H23(前回)→ R3(変更)

①用地取得において、単価不満により交渉に時間を要している。

②地質条件の変化により対策工の追加が必要となつた。

岳 路 拡 幅  全 体 計 画 延長=2,100m中冨員=6.0(9.75)m

至

野
母
崎

至

長
崎
市
中
心
部

少

6

②地質条件の変化による
対策工の追加検討 (約520m)

癖



5.事業の投資効果

項 目
前回評価

(平成22年度 )

今回訂価

(令和元年度)

残事業 5,34=36.2億 円/6.2億 円

全事業 1.9¬ =42.6億円/22.3億円 1.21=52.8億円/43,8億円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
口走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔プラス要因〕
,大型交通量の増加

〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長

〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定 (プラス要因)

→貨物車原単位 (価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

◆ 一般国道499号における延長約2.l kmの 未改良区間であり、陰路及び線形不良区間の

経凛に基留専冤掌奥毒露席
道整備による歩行者の安全確保など利用者の安心・安全の

◆
議義香蓄藉庶鞠 抗れ弼碧ぞよな!30.3億

円/36。3億]僻成30年度末)であり、用地進

◆「長崎市」及び「i般国道499号道路整備促進協議会」から整備促進を要望されている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

7

8

6.対応方針 (原案 )

対応方針
(原案)

継続



再評価結果 (令和元年度事業継続箇所)

担 当 課

担当課長名 :大田尾 貝1

長崎県
事業名

一般国道389号 (多とと負バィパス)

1.0 0km醒柊 点 自:雲蒔驚肇釉希首覚滸 至:室蒔驚蟄釉キ箇曳群
一般国道 389号 (多比良パイパス)はパイパス整備及び、道路陰路の解消により、地域の安全を確保し、

交通の円滑化、さらに島原半島の観光に寄与する事業。

H23年度用地着手 H25年度工事着手H22年 度事業化 都市計画決定 なし

56% 用済延長 0.2 9km155億全体事業費

計画交通量 3, 053台 /日 (R12)

絆
と
禾

亡
〒

麗
房

1. 11

2,49
[ ]

走行時間短縮侵益:16.1/18,4億 円
走行費用減少便益:0,70.8億 円

令和元年

6.9/17.6億 円 2/19,6億 円
事 業 費:6.0/16.6億 円
維持管理費10.9/11哺 円

費用対効果
分析結果

1階 ′″刊`i

B/併 1,00～ 1.22(束通量
B/C=1.03～ 1.20(事業費

±10%)【残事業】B/C=2.25～ 2.74(交通量 ±10%)

B/C=2.09～ 3.08(事業費 ±1

B/C=2.40～ 2.57(事業期間±1 年 )

実施業について

±10%)

07～ 1.16(事業期間±1年 )

事業費変動
事業期間

・交通安全性の向上 (歩道整備による歩行者及び自転車の安全性確保)

に

て し」

、ヽ令和 5年度の事業完成を目指す。
71%と進捗しており、今年度も用地取得を継続で 56%で 、30

の

や関係機関との協力体制のもと、今後もE

・補強土壁への変更に伴い、地盤改良工範囲を追加した。
した。エ ロ ッ

灘曽 曝

奉
L良 を
↓

(整備後)

陳準断面図I (現 況)

||
:

1

鐵

し

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



令和元年度 第1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業
多比良バイバス

ト生′000m W=60(975)m

Ｎ奉

道路改築事業
道建-4 -般 国道389号

(多 比良バイパス)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後可0年経過

多
とし

こ
多比良港

1
中央保育■

固見町多〕

たとr富寺
■見高校  _

囲見町多

√

ψ
ノ

1

∴
甘

ｒ

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業費

(億円)

B/C 概要

着工 完了

当初

(H21栞斤が絹平1面 )

H22 日26 10.0 1,23
延長1.Okm
幅員6.0(9,75)m

第 1回審議

(Rl年度)

事業採択後

10年経過
H22 R5 15.5 1,11

延長1.Okm
幅員6.0(9.75)m

2



2.目 白勺B事業概要・これまでの経緯

◆目的

i般国道389号「多比良バイパス」は、
地区内の交通除路の解消及び雲仙方
面へのアクセス強化を目的としている。

◆事業概要

計画延長 L=1.00km

幅   員 W〓6.0(9.75)m

計画交通量(R12) 3,053台

▼事業経過

平成22年度 事業化

平成23年度 用地買収着手

平成25年度 工事着手

平成26年度 140m供用開始

平成30年度 149m供 用開始 事業進捗率 5696(事業費ペース)

用地進渉率 7196(面積ベース)

ゴ

卿
一嘘

標準断面図

3

一般国道389号 ( 1,000m幅 奮60(975)m′くス)

中

済

道

備

備

現
整

整

□
一
一

3.事業の効果日必要性

<地区内の交通陥路の解 消 >

線形が悪く、幅員も狭小で大型車と普通車の離合が困難な状況であ
るため、バイパス整備により地域の安全を確保し、交通の円滑化を
図る

<歩行者の安全確保>
地区内には保育園、小学校、高校や住宅地等が存在してい
るが、幹線となる道路が整備されておらず、歩行者の安全
が確保されていない状況であるため、バイパス整備と歩道
整備により、歩行者の安全性を確保する

写真④ 高校生通学状況

Ｎ奉比良バイ

,

0(975)ni

多比良港 瑚 ,,

↓

4

写真① 高校生通学状況

写真①、②

中央保育口

写真④

国見高校

多比良小学校
写真⑥ 車両離合状況

1鞍
1■

〉大型車通行状況



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

②地盤改良工範囲の追加

①構造物の変更
(ブロック積み｀補強土壁)

事業費 :10億 円(前回)→ 15.5億円(今回

当初
Ю 25

績登―   ①プロック積み

5

事業費増の内容 増 額 主な増額理由

①構造物の変更 約22億円 道路土工指針の改定により、プロック積みから補強土壁に変更

②地盤改良工範囲の追加 約10億円 摘強土壁への変更に伴い地繋改良工を行う範囲が追加となつた

③その他 約23億円 労務費や資機材等の単価上昇

計 約55億円

査更 O哺強土建

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】H26(前回)→ R5(変更)

・用地取得において、事業反対地権者に対する交渉に時間を要している。

・地盤改良工範囲の追加による事業量の増加

一般国道389号 (多比良バイパス)全体計画 延長 =1,OOOm幅 員=6.0(975)m

今ヽ

ゴS

6

②
｀ 出め追カロ|と

より事業量が増える

①(事業反対)

買収後の残地形状や耕作地
が縮小されることを懸念
→構造の見直し等で、令和元

年度内の解決を目指す



5.社会経済情勢等の変化

E島原半島は、「島原半島ジオパーク」に代表される豊かな自然を有しており、島原市a雲

仙市嗣南島原市を訪れる日ll静り観光客は増加傾向である。
日平成30年6月 には、「原城跡」が世界遺産に登録され、今後ますますの観光客の増加
が見込まれる。
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H10          H17          H29
■日帰り観光客数

▲島原半島3市における日帰り観光客数

(資 *ヰ :長崎県観光統計)
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▲将来の自動車流動量
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423万人
‐

蝉一

▲世界遺産「原城跡」

6.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用
〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少
〔プラス要因〕
・大型車交通量の増加
〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長
〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定(プラス要因)

→貨物車原単位 (価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能の強化

8

項 目
前回評価

(平成21年度 )

今回評価

(令和元年度 }

残事業 円/ 億円 2.49=17.2億 円/6.9億円

金事業 1.23=lo,3億円/8.4億円 1.11=19,6億円/17.6億円



7.対応方針 (原案 )

◆ バイパス整備による多比良港からの雲仙方面へのアクセス向上及び、生活道路とし

ての沿道環境改善により、地域の安全を確保し、交通の円滑化、さらに島原半島の
観光に寄与する事業である。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約56%[8.7億円/15.5億 ](平成30年度末)であり、用地

進捗率は71%となつている。

◆「雲仙市」から整備促進を要望されている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

9

対応方針
(原案)
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